
広島大学附属三原学校園研究紀要　第1集　2011　PP．33－40

保　育

交流活動における教師のかかわり方について

一年長児と4年生の交流を通して一

掛　　志　穂

1，はじめに

　本学校園では1998年から幼小中一貫教育をお

こなっており，中でも年長児と4年生との交流は

一貫教育当初より続けられている活動である。年

長児のときに4年生と交流をした学年が4年生に

なり，今度は自分たちが年長児と交流をするとい

うサイクルになり10年になる。この交流活動は，

子どもたちだけでなく保護者も楽しみにしている

ほど定着してきた。2008年に改訂された幼稚園教

育要領の中にも幼稚園教育と小学校教育との円滑

な接続1）が強調され，　「小学校教師と幼稚園教師

との意見交流などを通じて幼児と児童の実態や指

導の在り方について相互理解を深めたり，幼児と

児童が交流するなど，小学校との連携や交流を図

ること」2）が必要であるとされている。

　そこで，本学校園が以前から行っている幼小中

一貫教育での年長児と小学4年生との交流におい

て，幼稚園教師と小学校教師の連携の在り方や子

どもたちの姿をどう捉えどうかかわっているかな

どの子どもたちへのかかわり方を探っていきたい。

2，研究の構想

（1）めざす子どもの姿

　本学校園では，「新しい環境において身近な人

や学級集団に親しみ，自分や相手の思いを感じな

がら，自分の思いを相手に伝えたり相手の思いを

受け入れたりする」力の育成のひとつとして，年

長児と4年生が交流を行っている。これは，年度

当初固定のペアをつくり年間通してそのペアとの

交流を深める交流活動である。

　その中での年長児の具体的なねらいは次の3つ

である。

・ お兄ちゃんお姉ちゃんと一緒に遊ぶ楽しさを

知る

・ お兄ちゃんお姉ちゃんに自分の思いを伝えた

り，思いを受け入れてもらったりする喜びを

味わう

・ お兄ちゃんお姉ちゃんと一緒に遊んだり，受

け入れてもらったりすることに感謝の気もち

をもつ

（2）具体的方策

　年長児と4年生の交流において，幼小中一貫教

育の積み上げから，1年間に4～5回の交流活動

が定着してきた（表1）。それぞれの活動ごとに

ねらいを設定し教師のかかわり方を考え4年生担

任との連携を密にして実施する。活動ごとの子ど

もの感想や姿から教師のかかわりが適切だったか

どうかを振り返っていく。なお，活動内容は年長

組担任と4年生担任が互いに話し合いながら，1

年間の見通しをもってねらいやおおまかな道筋を

決めておく。具体的な活動については，年長児や

4年生が考えを織り交ぜながら話し合って決めて

いく。

①出会いを楽しむ活動

②かかわりを楽しむ活動

③よりかかわりを深める活動

④カを合わせることを楽しむ活動

⑤小学校へむけてペアとの絆を深める活動

表1　年長児と4年生の年間の交流活動
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3，実践事例

（1）出会いを楽しむ活動（5月19日）

○ねらい：自分のペアの顔と名前を覚え，一緒

　　　　　　に遊ぶことに楽しさを感じる。

○　活動：顔合わせ・一緒に遊ぶ

○場所：遊戯室・保育室・園庭

○年長児への事前のとりくみ

　　交流の前に次のことを話した。　「年長になる

　と4年生との交流がはじまり，みんなには4年

　生のお兄ちゃんお姉ちゃんができること」　「1

　年生にあがるまで，ときどき一緒に遊んだり運

　動会で踊ったりして楽しい活動をすること」「み

　んなと一緒に遊ぶことをお兄ちゃんやお姉ちゃ

　んはとても楽しみにしていること」など。そし

　て，子どもたちも交流を心待ちにするような雰

　囲気を作っていった。

0　4年生担任との事前の連携

　　交流の目的を確認しあい，年間固定となるペ

　アを各クラスの子どもの様子を考慮しあいなが

　ら決めていった。また，顔合わせの日は初めて

　の出会いなので，園児が安心して出会えるよう

　に慣れている場所にしたいと話し，遊戯室と

　なった。交流当日の確認として，かかわってい

　る様子をまずは見守ること。困っているペアが

　あれば声をかけかかわれるようにすることとし

　た。

○　交流の実際

0　4年生担任との事後の連携

・ 子どもたちの姿から見えたことを交流

　　子どもたちは初めての出会いに緊張しながら

　も，ほとんどの子どもはペアの4年生と一緒に

　遊ぶことを喜んでいた。その後の感想からも「ま

　た遊びたい」「一緒にブランコしたのがたのし

　かった」「明日も遊べるの？」などと交流が楽

　しかったこと，そしてこれからも交流を楽しみ

　にしていることが伺えた。

・ かかわりが気になったペアのことを交流

　　互いの子どもの様子を出しながら，今後のか

　かわり方を考えていった。次回の教師のかかわ

　りとして，「困ったことがあったらまずはペア

　の4年生に相談すること。それが難しいなら先

　生に相談すること」とした。

・ かかわり方の見通しを話し合う

　　かかわりの度合いはペアにより様々なので，

　ペア同志の気持ちを教師が代弁するなどの配慮

　もしながら，あせらずこつこつと積み上げてい

　くことを話し合った。

【考察】

　子どもたちの感想や姿から，交流を心待ちにす

る雰囲気をつくるというかかわりや，子どもの様

子によっては，始めはペア同士の気持ちのやりと

りを教師が代弁するというかかわりが必要だと考

えられる。

図1　気になる距離の年長児とペアの4年生
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（2）かかわりを楽しむ（6月・幼小中合同運動会）

○　ねらい：ペアの4年生に運動会で一緒に踊る

　　　　　　踊りを教えてもらうことを通して感

　　　　　　謝を感じながら，ペアの4年生と一

　　　　　　緒に踊ることを楽しむ

○　活動：運動会で一緒に踊るリズムを4年生に

　　　　　教えてもらいながら練習する。

　　　　　お礼の絵やプレゼントを渡す。

○　場所：遊戯室・中学校体育館・中学校グラン

　　　　　ド

○　年長児への事前のとりくみ

　　運動会で4年生と一緒に踊る曲「ドラえもん」

　は子どもたちもよく知っている曲である。朝か

　らこの曲を流し楽しい雰囲気を作っておいた。

　子どもたちが自然に歌い始めた頃，この曲で運

　動会の踊りをすることとそれをペアの4年生と

　一緒に踊ること，踊りをペアの4年生が教えに

　きてくれることを伝えた。

0　4年生担任との事前の連携

　　踊りは一気に進めるのではなく，少しずっ

　ゆっくり覚えながら進めてほしいということを

　お願いした。また，踊りを上手に踊ることも最

　終的にはめざすが，踊りの練習を通してペア同

　士のかかわりを深めることに重点をおくことを

　確認しあった。

○　交流の実際

図2　「せんせいがいい」
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図3　「せんせい，ちかくにいる？」

O　A女へのとりくみ

　　4年生の手本を見た後，いざ自分たちが踊る

　ときになって突然泣き出したA女。初めて踊る

　踊りに抵抗を感じて泣き出したのだと捉えた。

　しかし，かたくなに「せんせいがいい」と言っ

　て泣き止まなかった姿は，　「ちゃんと踊りたい

　のに踊れないのがいやだ」　「お兄ちゃんやお姉

　ちゃんが見ているのに踊れないのは恥ずかし

　い」など，A女のいろいろな気もちが織り交ざっ

　て表れた姿だと捉えた。そこで，「自信をもっ

　て踊れるようにクラスでも機会をみて楽しく練

　習をする」　「ペアの4年生との距離を縮めるに

　は時間がかかりそうなので，あせらず安心して

　活動ができるように傍で見守る」　「少しずつ自

　信がもてるようかかわる」ことにとりくんで

　いった。合わせて保護者にも様子を知らせ気づ

　きがあったら伝えてもらうようにした。保護者

　からは「初めてのことにはすごく時間がかかる

　タイプで，どちらかというと完壁を求める。だ

　から踊れないことを見られるのは嫌なんだと思

　う。お兄ちゃんというのも出会ったことがない

　ので苦手のようだ」という思いを告げられた。

　そこで，ペアのお兄ちゃんに好意をもてるよう

　に，踊りの練習のあと一緒に遊ぶ時間を作った

　り，時々A女との距離をとり，教師がいなくて

　もがんばれたという思いをもたせたりして，だ

　んだん自信をもてるようにとりくんだ。

0　4年生担任との連携

・ A女へのかかわり

　　まずA女が安定することが大事なので，教師

　が間に入りながら徐々に引いていく形をとりた

いということを伝えた。

・ペアの4年生へのかかわり

　　4年生担任からはA女の思いを年長児担任が

直接ペアの4年生に伝えてほしいということで

あった。そのほうが4年生がA女へのかかわり

方がよくわかるということであった。

・ 意欲を高める

　クラスの子どもたちの感想を伝えあい，次の

練習への意欲に高めるようにしていった。

図4　「なんとかおどったよ」

【考察】

　A女は不安な気もちをもちつつも，その場から

逃げずにペアの4年生と一緒に過ごすことはでき

ている。これはA女の努力の姿である。教師が傍

にいて安心感をもたせることと，短時間でもペア

の4年生と遊ぶ時間をつくり一緒にいることに

徐々に慣れていくこと，保護者にも協力をお願い

しA女の努力を認めていってもらうことなどが，

A女の心の中にあるペアの4年生への抵抗感を和

らげることにつながっていっていると感じた。ま

た，教師が様子を見てA女の傍からだんだん離れ，

それでもがんばれたA女の姿をほめることにより，

A女自身にもだんだん力をっけていくことになっ

ていると感じた。

（3）よりかかわりを深める（10月）

○　ねらい：一緒に買い物や遠足に行くことを通

　　　　　　して，自分の思いを伝えたりペアの

　　　　　　4年生の思いを感じたりして一緒に

　　　　　　遊ぶことを楽しむ。
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○　活動：遠足にいくためのおやつを一緒に買う。

　　　　遠足に行く。

○　場所：近所の大型スーパー・公園

○年長児への事前のとりくみ

　　4年生がかかわりを深めるために計画をして

　くれたことに喜びを感じられるような声かけを

　していった。また，全てを受身的に待つのでは

　なく，自分たちにもできることや考えられるこ

　とがあるのではないかということを投げかけ，

　自分たちのやりたいことや4年生への質問など

　をまとめ，代表して担任が4年生に聞くことに

　した。合わせて，学園外に出るということで交

　通ルールについてやお店でのマナーなど，何に

　気をつけたらいいかということも話し合った。

　そして何よりもペアとはどう行動したらよいか

　も話し合った。その中で出たことは次のことで

　ある。

・ 手をつないでいく。

・お店では大声を出さない。

・ わがままを言ってお兄ちゃんやお姉ちゃんを困

　らせない。

・ 困ったときはお兄ちゃんお姉ちゃんに言う。言

　えないときは先生に言う。

　　A女については，何に気をつけたらいいかな

　どは，周りの子どもと一緒になって「手をつな

　いでいく」とか「お店では大声を出さない」な

　どと言っていたので，運動会のときほどの緊張

　感や抵抗感はないと捉えた。そこで，なるべく

　楽しいことがあるという雰囲気を出すようにし

　た。また遠足では，みんなで遊べるということ

　を強調して楽しみにできるようにしていった。

0　4年生担任との事前の連携（買い物のとき）

・ できるだけ会話をすることを通してかかわりを

　深めてほしい。

・手をっなぐこと。安全面からと会話がうまれる

　という期待から。

・ 4年生から「遠足のとき何をして遊びたいか」

　という質問をする。それをきっかけにかかわり

　が深まるといい。

○　交流の実際（買い物のとき）

図5　「こっち」と手をひっぱる

0　4年生担任との事前の連携（遠足のとき）

・ 自分からかかわりを求める工夫

　　受身的な子どもが自分からかかわりを求めら

　れるような場や持ち物，時間，過ごし方などに

　ついて話し合った。

・ 場所について

　　遠足に行く場所は4年生が最初考えていたと

　ころは少し遠いところで，時間的に現地であま
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　り遊ぶ時間はなく，手をっないで歩くことが主

　になる場所であった。そこで，子どもたちはペ

　アの4年生とたっぷり遊びたいという欲求を

　もっていることを伝え，手をつないで長時間歩

　くことよりも一緒にたくさん遊べる近くの公園

　を提案した。かかわりを深めるという目的にそ

　のほうがかなっているのではないかということ

　で，4年生に再度もちかけてもらった。

・ 持ち物について

　　ペア同士の会話がはずみ仲良くなるために，

　また，かかわりあえる工夫として，シートは子

　どもたちとペアの4年生どちらもが用意するの

　ではなく，子どもたちのものを一緒に使うとか

　おやつは一緒に食べるなど事前に教師同士が話

　し合っておき，これらのことも4年生に考えさ

　せることにした。

○　交流の実際（遠足のとき）

図6　友だちのペアの4年生に興味をもつ

0　4年生担任との事後の連携

　　A女の生き生きとした姿から，次回はグルー

　プ活動をとり入れて，ペア同志のかかわりをふ

　やしてみようということになった。

【考察】

　買い物の場面では，会話はないもののつないだ

手でA女とペアの4年生はお互いの思いを感じ

取っていた。　「会話をすることでかかわりを深め

よう」と考えて4年生担任と連携をとっていたが，

子どもたちの実態から会話だけがかかわりを深め

る手段ではないということを改めて感じさせられ

た。思いを言葉にして伝えることは今後必要と

なってくるが，そのことを気にしながらも，今は

一緒にいることに喜びや楽しさを感じることが大

事なのだ。その方法は手をつないでいるときのぬ

くもりや強さであり，気持ちが通じ合っていると

きに一緒に感じた風や笑い声やその場の空気であ

る。複数のペアで遊ぶことと公園，お菓子などの

いくつもの要因が重なって，A女の心を解放し本

来の姿でペアの4年生と接することができたのだ

と考える。

（4）力を合わせることを楽しむ（11月）

○　ねらい：クリスマス会やその準備を一緒にす

　　　　　　ることを通して，協力する楽しさを

　　　　　　味わう

○活動：クリスマス会の諸準備・クリスマス会

○　場所：遊戯室
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○年長児への事前のとりくみ

・ クリスマス会の飾りを作ることに意欲を高める

　工夫

　　普段の遊びの中で普通の大きさのまっぽっく

　りツリーを作ってその楽しさを十分に味わった

　後，今度はもっと大きなツリーを作ろうと園庭

　のダイオウマツのマツボックリを提示し，特別

　のツリーにする意欲を高めていった。ただ，大

　きなツリーのため一人では難しいのでペアの4

　年生が一緒につくってくれることになったと，

　ペアの4年生と一緒に活動することに喜びがも

　てるように語っていった。

0　4年生担任との事前の連携

・ 年長児が自覚をもてるようにかかわる

　　一っの活動を力を合わせて一緒に行うことに

　より，甘えることの多かった姿から自分のカを

　発揮できる姿となるような活動のあり方を話し

　合っていった。自分でできることは自分でし，

　力を合わせるところは声を掛け合いながらでき

　るように様子を見守るということにポイントを

　おいてかかわることにした。また，時間の制約

　もあったが，クリスマス会のかざり作りから準

　備，後片づけまで，自分たちが主催するという

　ことを意識し，最後までやりきることを大事に

　したいということを話し合った。そこで，作る

　ことや遊ぶことばかりでなく，準備から片づけ

　まで自分たちで協力してできるようにすること

　を確認した。

・ 年長児が活躍できる場の工夫

　　年長児が普段使っている材料のワゴンや用具，

　折紙棚などを遊戯室に運び，スムーズに活動で

　きるようにした。

・各ペアがかかわりあえる工夫

　　各ペアがかかわりながらも活動しやすくする

　ために，グループを構成し，材料の配置につい

　ては人数が集まりすぎないように数箇所にわけ

　ることにし，材料を取りに行くときに他のグ

　ループの様子が自然と目に入るような配置にも

　した。

○　交流の実際

図7　たのしいね一！
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0　4年生担任との事後の連携

・ 教師の感性について

　　子どもたちの姿に素直に感動できる心を教師

　がもつことについて話し合った。例えば，最後

　まで自分たちでカを合わせて行うということが

　できていたこと，お互いの子どもたちが，相手

　を驚かそう，喜ばそうという気もちをもってい

　たことである。また，子どもたちの様子を見て，

　任せることの大切さを再確認した。今後も子ど

　もたちの気もちを受け止めながら活動をともに

　考えていくことを確認した。

・ A女を見守ることについて

　　A女とペアの4年生については，あせらず

　じっくり見守ったことやグループで活動したこ

　とでお互いに自分らしさを出すことができたと

　振り返った。

【考察】

　自分たちで主体的に動くことを大きなポイント

にしていったことは，各ペアが成長するためにと

ても大事なことだと考える。交流も慣れてきて，

ただ遊ぶだけではなく一緒に力を合わせることを

仕組むことで，子どもたちなりに自分が役に立っ

ている，必要とされているという思いをもっこと

ができる。また，材料ワゴンや折紙棚など自分た

ちが普段使い慣れているものを使うことで活動に

自信をもつことができていると捉えた。さらに，

普段から行っている片づけについてもペアの4年

生や教師だけに任せることなく，ほぼ全てを自分

たちも力を出して片付けたことは，普段の生活が

いきているといえる。教師は子どもたちが活躍で

きるようにかかわることがこの時期に大事なこと

と考える。

4，実践を終えて

　4年生担任との連携を積極的に行うことができ，

子どもたちが何を感じ何を学ぶことが大切か，そ

のためにはどうかかわったらよいかなどの大変重

要なところの話し合いができたことは，今回の交

流活動での大きな実りとなった。また，教師のか

かわりを子どもの様子を見ながら，段階をおって

子どもの実態に合わせていったことは大変重要で

あった。子どもたちに無理強いをすることなく，

子どもたちの気もちを受けとめながら意欲をもた

せながらすすめていくことは，教師自身も楽しく，

交流を進めることができた。

　今回の交流活動は，交流がただの活動に終わら

ず，子どもたちの姿から1年間の見通しをもった

ものになるための幼稚園教師と小学校教師の話し

合いがされている点，またその内容が子どもをど

う動かすかではなく，子どもが主体的にかかわる

ためにどうしたらよいのかを子どもの様子や言動

から読み取り，子どもの姿を連携しながら，互い

の子どもたちへの理解を深めていく点からも，教

育要領で言われている幼小連携を行う上での教師

同士の連携の姿であるといえるのではないだろう

か。今後も子どもの姿をもとにした教師同士の連

携を大事にしながら交流を積み重ねていきたい。
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